
地域課題・目指す将来像 課題解決に向けた取組

静岡県袋井市 行動データを活用した要介護認定プロセスのデジタル化
AI、IoT、ビッグデータ、
VR/AR、ロボット、
ブロックチェーン

◯ 自治体職員・調査員・介護事業者職員の負担増大による悪影
響から、新たな人材確保が困難になりつつある。

◯ 要介護認定者数の増加に伴う認定処理期間の長期化や、紙・
手作業中心のアナログ方式での非効率なプロセスにより、事務負
担の増大や曖昧な情報共有、進捗管理の煩雑さから、従事者の
負担が増加している。

地域
課題

将来像

◯ AI・IoT・データ連携基盤を活用し、介護従事者の負担軽減や
迅速かつ公平・公正な要介護認定を実現する。

◯ 認定結果データが地域サービスと連携し、要介護認定者が切れ
目なく適切な支援を受けられる社会を目指す。

推進体制

地方公共団体 袋井市

国（★は現地支援責
任者）

★厚生労働省、総務省、内閣府

民間事業者 コニカミノルタ（株）、（株）電通総研、（株）グラファー

関係団体等
袋井市介護保険研究会、磐周(袋井市)医師会、
市内介護施設

名称：袋井市未来技術実装プロジェクト

【活用技術】 AI画像認識技術

• 介護施設の各ベッドにAI画像認識技術を搭載したセンサを設置。センサにより高齢
者の危険行動を検知し、職員に画像付きで通知を行うことで施設職員の業務負
担を軽減。

• AI画像認識により取得した人行動データを活用し、高齢者のベッド回りの行動を客
観的に評価し、主治医意見書、訪問調査作成時に参照することで評価者の負担
軽減しつつ、適正な評価に繋げる。

①介護施設の働き方改善と取得データの介護認定利活用事業

②DXによる要介護認定審査会プロセスの改善事業

【活用技術】AIとデータ連携基盤

• 画像IoT・対話型AI・AIOCR等を活用し、調査・意見書・審査資料をデジタル化・
自動分析するDX事業。

• 認定ダッシュボードとデータ連携基盤により情報を一元管理し、審査の効率化・平準
化・早期化を実現する。

要介護認定プロセスの
DX化事業概要

【依頼事項】

≪１枚目≫
・確認・作成いただく本資料は今後内閣府HPにて公表予定ですの
で、公表可能な情報のみご記載ください。

・フォントサイズは変更せず、文字量や写真・図の大きさを調整して
必ず１枚におさめてください。

①「地域課題・目指す将来像」

・可能な限り、右記の「課題解決に向けた取組」の各取組と対になる
よう、取組ごとに分けて記載ください。
・現在の記載内容をご確認、修正ください。

・目指す将来像については、内閣府ウェブサイトに掲載している取り
まとめ報告書の記載内容を参考にご記入ください。
https://www.chisou.go.jp/tiiki/kinmirai/index.html

②「推進体制」
・最新の情報にご確認、修正ください。

③「課題解決に向けた取組」

・取組ごとにナンバリング（①～）し、活用技術を【 】にて付記してい
ます。
・差し替える図や写真がありましたら添付してください。
・現在の記載内容をご確認、ご修正ください。

※2ページ目以降は、実際の取り組み内容やその成果についてご

記載いただく予定です。年度末を目安に更新を依頼いたしますので、
どうぞよろしくお願いいたします。
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